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1.はじめに  

 東北地方の高速道路は，1973 年に東北自動車道の白河～郡山

間 46.7km，白石～仙台南間 27.3km を皮切りに，現在までの約

40 年間で延長は約 1,300km に達する．高速道路の切土のり面は

標準勾配を基本として設計・施工するが，地形や地質等の地盤

条件により標準勾配で切土を行ってものり面崩壊が生じる場合

があり，頭部排土や緩勾配化等の抑制工が困難な場合や，抑制

工のみでは抑止力が不足する場合などでは，抑止杭やグラウン

ドアンカー等の抑止工が採用されている． 

 グラウンドアンカーの抑止効果には，引き止め効果と締め付け効果があるが後者を考慮する場合，導入したプレ

ストレスの管理が重要となる．2014 年度から 5 ヶ年計画で東北地方の高速道路に施工されているグラウンドアン

カーの残存緊張力を調査している．本稿は，1991 年のグラウンドアンカー設計指針の改訂以前に施工されたグラウ

ンドアンカー（以後，旧タイプアンカーという）の残存緊張力を調査する際の問題点とその対応策，東北地方の高

速道路における旧タイプアンカーを対象に実施したリフトオフ試験の結果概要を報告するものである． 

2.旧タイプアンカーの問題点  

1988 年にグラウンドアンカー設計・施工基準，1991

年に日本道路公団のグラウンドアンカーの設計指針が

改訂された．これらの改訂により，アンカー頭部，背面

およびアンカー体の防食性能が向上したが，旧タイプア

ンカーでは，防食性能が低い（図-1）．また，旧タイプ

アンカーはコンクリートキャップで頭部が保護されて

いる場合が多く，アンカー頭部の状況を確認することが

困難である（写真-1）． 

3.リフトオフ試験を実施する際に生じた問題点と対応策 

 多くのグランドアンカーは供用中の路線に近接する切土のり面に施

工されている．そこで本線交通への影響を最小限に抑える目的で，従来

のセンターホール型ジャッキより小型・軽量のジャッキ（写真-2）を用

いる手法を採用し，足場仮設等を行わないものとした． 

残存緊張力（Pe）を評価する上で，設計アンカー力（Td）や定着時

緊張力（Pt）等の設計および施工時の情報が不可欠であるが，これら

の情報を確認できないのり面が多くあった．このような場合は，アンカ

ー頭部から材料を確認し，テンドンの許容アンカー力（Ta）を用いて

Td=Ta，Pt=Ta と仮定して評価を行うものとした． 
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写真-1 旧タイプアンカー打設のり面 
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図-1 新旧アンカーの比較模式図 

写真-2 使用した小型ジャッキ 
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4.旧タイプアンカーの打設状況 

 2014 年度に聞き取り調査を行った結果，東北地方で旧タイプアンカーが打設されているのり面は 22 のり面であ

った．2011 年の東北地方太平洋沖地震で被災した郡山管内（3 のり面）および土留壁の控えアンカー（2 のり面）

を除く， 17 のり面のアンカー工の内訳を以下に示す．なお，17 のり面の内，3 のり面で部分的に新タイプアンカ

ーの増し打ちが行われていた． 

アンカー本数を現地で確認した結果，

旧タイプアンカーの総数は 2,018 本，増

し打ちの新タイプアンカーの総数は 146

本であった．旧タイプアンカー種別の打

設状況を図-2 に示す．打設本数はゲビン

デスターブが 1,428 本で最も多く全体の 

71％を占め，のり面数もゲビンデスターブが 14 のり面（併用含む）であった． 

5.リフトオフ試験結果の概要 

リフトオフ試験は 151 本で実施したが，既往資料か

ら Td が判明したのは 32 本，Pt は 0 本であった．図

-3 は Pe を Y 軸とし，Pe が Td より小さい場合 Td を

X 軸，Pe が Td 以上の場合は Ta を X 軸にしたもので

ある．また，表-1 よりアンカーの健全度を判定した． 

Pe が Ta を超過した過緊張（C＋・D＋）は N=9 本（5

のり面），Td の 50％以下の機能低下（C－・D－）が

N=47 本（15 のり面）であった． 

過緊張は下段に設置されているアンカーや周辺に機

能低下しているアンカーがある場合に生じる傾向があ

った．また，機能低下はのり面端部に生じる傾向があっ

たが，のり面内部にも生じている場合があり，周囲に過

緊張のアンカーが存在する可能性がある．なお，過緊張

のみが生じているのり面は確認できなかった． 

6.異常アンカーの外観的特徴 

 外観目視調査およびリフトオフ試験結果より，過緊張

のアンカーは外観に変状は確認できないが，残存緊張力

が著しく低く機能していないと判定される D－（12 本）

では 6 本でコンクリートキャップの亀裂やアンカー頭部

に浮きが生じていた（写真-3）．しかし，同じく残存緊張

力が低い C－では外観に変状は生じていなかった． 

7.まとめ 

 軽量な小型ジャッキを採用したことにより，調査の省力化が可能となったが，引張り量が最大 2cm と小さいため，

除荷や再緊張はできないため，目的に合わせて試験方法を選定する必要がある．また，コンクリートキャップに亀

裂が生じている場合，アンカー体が破断している可能性があり，日常点検時には留意が必要である． 

 今回の調査は，のり面に打設されているアンカー本数の 5％程度を目安にリフトオフ試験を実施したが，過緊張

や著しく残存緊張力が低いアンカーを確認したのり面については，今後，面的調査を行う計画である． 

参考文献  

1）一般社団法人日本アンカー協会，グラウンドアンカー維持管理マニュアル，pp.74，2008.7 に一部加筆 

1,428, 
71%

154, 8%

92, 4%

344, 
17%

ゲビン

VSL
SEEE
SHS

n=2,018本

13

1

1
1

1

ゲビン

VSL

SEEE

SHS
ゲビン・VSL併用

n=17のり面

打設本数の割合打設のり面の割合

図-2 旧タイプアンカー種別ごとの打設状況 

図-3 設計アンカー力と残存緊張力の関係図 

表-1 残存緊張力と健全度の目安 1） 

写真-3 ｺﾝｸﾘｰﾄｷｬｯﾌﾟの亀裂および浮きの状況 
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